
　重度身障者の環境制御等で使用されるが視線検出装置について，小型，低価格で非装着の検
出装置アイマウスを開発してきた。アイマウスを視線検出モジュールとして，超小型，低価格化し，
自動車や家電，医療，レジャー分野等で活用可能な，目視確認サポート装置を開発する。
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【シート組付け】

【エンジン組付け】

レジャー分野レジャー分野

広告マーケティング広告マーケティング

医療機器医療機器 ○看護師の15分間隔
の目視確認をアラー
ト。計測者，時刻を記
録できる。

○何を，どの時間に見た人
が多いか検出できる

○ゴルフスイングにおける最適
な視線移動をコーチする

○後方確認の視線
を検出して開閉す
るスライドドア

○車線変更でのミラー見落とし抑制

○バック駐車時の　　　　　　　　
　　ルームミラー見落とし抑制
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caution!!

組立て工場組立て工場

先進自動車先進自動車

○わき見や居眠り運転の検知

わき見 眠気

検知 検知

【環境制御装置200万円】

活用対象

・機械

・自動車

・医療機器

超小型モジュール

【現行アイマウス：20万円】

13ｃｍ

9ｃｍ

第1段階

第2段階

・3cm角化

【名刺サイズ化：5万円】

（1）超小型視線検出モジュールの開発（1）超小型視線検出モジュールの開発

（2）目視確認サポート装置の開発（2）目視確認サポート装置の開発

超小型視線検出モジュールによる目視確認サポート装置の開発
研究期間：平成２３～２５年度
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①小型視線検出モジュールを開発し，

　アイマウスと比べて本体サイズを約

　35％小型化した。

②小型視線検出モジュールで撮影した

　画像を用いて，パソコンで視線検出ア

　ルゴリズムを実行した結果，瞳孔とプ

　ルキニエ像を検出できた。

①キャリブレーションプログラムをベ
　　ースとした精度検出自動プログラム
　　を作成した。
②視線検出域を検証し，幅468mm，
　　高さ309mmのキャリブレーション域
　　ではX方向平均±16.67mm，Ｙ方向
　　平均±7.03mmの精度で検出可能
　　なことが分かった。
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